
市立学校の再開に向けて 

 市立学校が３月４日に臨時休業となってから、約３か月が経過しようとしています。こ

の間、保護者の皆さまや子どもたちには、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のための

臨時休校や外出の自粛要請にご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。

 この度、５月末日までに国の緊急事態宣言が解除されることを前提としてではあります

が、６月１日から市立学校を再開する準備を始めることとしました。もちろん、宣言が解

除されても、新型コロナウイルスの感染リスクがゼロになった訳ではありません。最近よ

く「アフターコロナ」という言葉を耳にしますが、私たちはその時期を迎えるまで、ウイ

ルスと共存していかざるを得ません。一方で、単に学習が遅れていることに止まらず、伸

び伸びと遊んだり、友だちと学び合う機会が無くなるなど学校の臨時休業を続けることに

よる子どもたちの心身の問題を含めたリスクも顕在化してきています。このような状況の

中でありますので、感染リスクを減らす手立てをしっかりと講じたうえで、学校を再開す

ることにしました。

 まず、５月下旬から家庭訪問や電話連絡などで子どもたちの状況を把握する準備期間を

設けます。その上で、６月１日からは分散登校の期間とし、６月１５日から通常登校とし

て給食も再開する予定です。分散登校期間中は、子どもたちの下校時間が通常より早くな

る関係で給食がありませんので、ご理解をお願いいたします。中には、「当面は、どうして

も感染が心配で学校に行かせたくない」という思いを抱かれる保護者がいらっしゃると思

います。そうした場合には欠席扱いにせず、家庭学習の課題を提出していただくなどの柔

軟な対応をしたいと考えています。

 さらに、夏休みは１６日程度、冬休みは１０日程度と例年より短縮するとともに、夏休

み期間中には各学校で補習等を実施し、臨時休業による影響を取り戻していきます。また、

令和５年度までの当初計画を前倒しして今年度中には市立学校の全ての子どもに１人１台

のパソコンを用意して、学習環境を整えていく予定です。

 学校再開後も、新型コロナウイルス感染症については、通常のインフルエンザより厳し

い基準で臨時休業を行うなどして、感染拡大の抑止をしていきます。感染リスクをゼロに

はできない中での再開は様々なご意見があると思いますが、子どもたちの学び保障と感染

リスクを最小限に抑えることの両立に向け、保護者の皆さまと共に課題を共有しながら、

川崎の子どもたちのために最善の選択をしたいと思いますので、引き続きご理解とご協力

をお願いいたします。
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